
 

 

 

 

 

 

 

   今年度はすでにインフルエンザが流行し始めていますが、A 型に感染した後、同じシーズン中にＢ型に感染 

してしまうこともあり注意が必要です。改めてインフルエンザの出停期間の確認もお願い致します。 

☆インフルエンザに罹患してしまったら… 

      出席停止期間は発症した後５日を経過し、かつ、解熱した後３日を経過するまでです。 

 

 

※厚生労働省の「保育所における感染症対策ガイドライン」に基づき、上記の①、②の両方が揃わないと、 

登園することができません。ご理解とご協力をお願いします。 

 

 

＊家庭でできる予防とケア 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適度に換気し空気
の入れ替え 
※換気は短めに。低
温低湿はウイルス
が好む環境になり
逆効果です。 
 

令和 7 年１１月２8 日 
 
認定こども園どんぐり ほけんだより 

 

１２月号 

 
 
今年も残り１ヵ月となり、本格的な寒さと共に冬の感染症がやって来る季節となりました。インフルエンザに 

加え、胃腸炎、RSウイルスなどの感染症も増えてきます。気温の低下や乾燥が大好きなウイルスは感染力も強く、
広がりやすい傾向にあります。暖房を使用するこの時期、お部屋が乾燥し風邪も引きやすくなります。換気や加湿
を意識して行う事が感染症予防に繋がります！これからの楽しいクリスマスやお正月を元気に過ごせるといいで
すね(*^^*)インフルエンザによる異常行動がニュースになっていました。厚生労働省から引用しましたのでご参照
ください。 

石けんで手洗い 

うがい 

咳エチケットと 

外出先でのマスク 

充分な加湿 

湿度６０％が 

目安！ 

発熱時は、動脈の通る、首の付け根

や脇の下や足の付け根を冷やしま

す。寒気がある時は保温して、熱が

上がりきってから冷やします。 



喉詰まりが起こりやすい食べ物は細かく切る

など与え方を工夫しましょう。 

また、風邪で痰がからむ時等いつもは食べら

れる大きさでも詰まる恐れがあることを把握

しておきましょう。 

窒息は食べ物だけでなく、おもちゃ等が喉を

ふさいで起こることもあります。直径３．９

ｃｍ以下のものは、子どもの口に入る危険が

あることを知っておきましょう。トイレット

ペーパーの芯の直径が丁度その大きさです。

トイレットペーパーの芯を通る大きさのもの

は子どもの近くに置か 

ないようにしましょう。 

 

食事中の誤嚥の対応 

毎年のように子どもが食べ物を詰まらせ死亡するニュースを耳にしますね。普段起こりやすい事故だからこそ、事故を防

ぐ対策、起こった時の対処法をしっかりと知っておき、いざという時に即行動に移せるようにしておくことが大切ですね。 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

誤嚥時の対処法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


